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今月のみどころ
・町制施行 5周年記念特集
・公共施設再配置計画策定

【くらしのカレンダー】
・�狂犬病予防集合注射を実施し
ます
・軽自動車税減免申請について



名
誉
町
民
に
長
澤
利
久
さ
ん

【
略
歴
】

　
地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
安
定
化

に
強
い
責
任
感
を
持
た
れ
、
地
域
住

民
の
積
極
的
な
雇
用
を
図
る
な
ど
、

地
域
振
興
と
地
域
住
民
の
生
活
の
安

定
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
内

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
甲
州
富

士
川
ま
つ
り
」へ
の
支
援
、「
N
P
O

法
人
富
士
川
・
夢
・
未
来
」
の
設
立

に
よ
る
峡
南
地
域
の
振
興
、
山
梨
が

生
ん
だ
総
理
大
臣
で
あ
る
石
橋
湛
山

先
生
顕
彰
碑
の
建
立
、
山
梨
県
民
が

全
国
に
誇
れ
る
も
の
を
と
の
発
想
か

ら
、
氏
の
提
唱
に
よ
り
地
元
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
」
の
支
援
に
あ
た
る
な
ど
地
域
振

興
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
13
年
生　
76
歳
（
天
神
中
條
）

【
町
議
会
議
長
】

　
（故）
芦
澤
益
彦
（
最
勝
寺
）

　
望
月
邦
彦
（
中
部
）

【
教
育
委
員
長
】

　
田
草
川　
眞
（
最
勝
寺
）

【
町
議
会
議
員
】

　

‌�

保
坂　
實（
中
部
）井
上　
勝（
長

澤
）
深
澤
勝
雄
（
最
勝
寺
）

堀
之
内
美
彦
（
長
澤
）
永
井
寛
子

（
青
柳
町
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
】

　
大
森
武
士
（
髙
下
）

【
代
表
監
査
委
員
】

　
川
住
道
夫
（
大
椚
）

【
公
平
委
員
会
委
員
長
】

　
望
月
正
彦
（
中
部
）

【
区
長
会
会
長
】

　
神
田
正
治
（
𣇃
米
）

【
社
会
教
育
委
員
の
会
会
長
】

　
青
栁
秋
夫
（
鰍
沢
中
）

【
公
民
館
運
営
審
議
会
会
長
】

　
鈴
木
昭
吾
（
大
久
保
）

【
体
育
協
会
会
長
】

　
秋
山
義
宏
（
青
柳
町
）

【
消
防
団
団
長
】

　
秋
山
由
正
（
𣇃
米
）

【
国
際
交
流
協
会
会
長
】

　
川
住
富
雄
（
大
椚
）

【
食
生
活
改
善
推
進
員
会
会
長
】

　
芦
澤
元
子
（
最
勝
寺
）

【
町
職
員
】

　

‌�

齋
藤
和
彦
（
中
部
）
川
住
資
農
夫

（
𣇃
米
）
矢
﨑　

仁
（
鰍
沢
北
）

志
村
廣
文
（
青
柳
町
）

【
高
額
寄
付
】

石
橋
湛
山
先
生
顕
彰
碑
設
置
実
行
委

員
会
会
長

　
長
澤
利
久
（
天
神
中
條
）

【
高
額
寄
付
】

　
（故）
野
中
松
男
（
最
勝
寺
）

【
町
の
歌　
作
詞
】

　
江
宮
隆
之
（
青
柳
町
）

【
町
の
歌　
作
曲
】

　
池
田
綾
子
（
東
京
都
）

　
3
月
8
日（
日
）、
富
士
川

町
は
町
制
施
行
5
周
年
を
迎

え
、
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
記
念
式
典
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
後
藤
斎

県
知
事
を
は
じ
め
、
約

2
0
0
人
が
出
席
し
、「
ま
ほ

ら
の
郷　
鷹
座
巣
小
林
八
幡

太
鼓
」
の
演
奏
で
開
幕
し
ま

し
た
。（
写
真
上
）

　
第
1
部
で
は
、
町
内
の
各

小
学
校
代
表
4
人
に
よ
る
町

民
憲
章
の
朗
読
や
、
名
誉
町

民
の
顕
彰
、
ま
た
町
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
表

彰
状
お
よ
び
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
出
席

者
全
員
に
よ
る
万
歳
三
唱
で

締
め
く
く
ら
れ
、
町
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
町
の
鳥
・

町
の
歌
の
制
定
が
行
わ
れ
、

町
民
に
よ
る
合
唱
団
総
勢

1
0
0
人
と
作
曲
の
池
田
綾

子
さ
ん
に
よ
り
町
の
歌
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
歌「
明あ

し
た日

を
生
き
る
」

の
C
D
は
、
4
月
末
に
は
全

戸
に
配
布
さ
れ
る
計
画
で
す
。

祝
町
制
施
行
５
周
年順

不
同
、
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は

旧
職
名
お
よ
び
地
区
名

特
別
功
労
表
彰

功
労
表
彰

善
行
表
彰
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町
の
鳥　
ハ
ト

　
ハ
ト
は
、
古
く
か
ら
平
和
の
象
徴

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
の
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
願
い
と
し
て
、

平
和
な
町
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、
ま

た
、
未
来
に
向
け
大
き
く
羽
ば
た
く

こ
と
を
願
い
、
制
定
し
ま
し
た
。

　
町
の
鳥
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

募
集
し
た
結
果
、一
番
多
か
っ
た「
ハ

ト
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
総
数　
3
3
3
通

　
ハ
ト　
　
　
73
通

　
ウ
グ
イ
ス　
41
通

　
ス
ズ
メ　
　
39
通

町
の
歌　
「
明あ
し
た日
を
生
き
る
」

　
作
詞　
江
宮
隆
之

　
作
曲　
池
田
綾
子

　
町
の
歌
の
作
詞
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
募
集

し
、
1
3
0
通
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
思
い

を
大
切
に
制
作
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
作
曲
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
気
軽

に
歌
え
る
さ
わ
や
か
な
曲
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
憲
章
の
朗
読
を
行
っ
た
山
際
篤
弥

さ
ん
、
中
村
彩
乃
さ
ん
、
青
木
大
和
さ

ん
、
河
野
鈴
さ
ん
（
左
か
ら
）

式
辞
を
述
べ
る
志
村
学
町
長

祝
辞
を
述
べ
る
後
藤
斎
県
知
事

小
池
太
一
区
長
会
長
の
発
声
に
合
わ
せ
、出

席
者
全
員
で
万
歳
三
唱

町
の
鳥
制
定
委
員
会
お
よ
び
町
の
歌
制

定
委
員
会
の
澤
登
昭
文
委
員
長
に
よ
る

鳥
と
歌
の
発
表

作
詞
の
江
宮
隆
之
さ
ん
、
作
曲
の
池
田

綾
子
さ
ん
が
「
町
の
歌
」
制
作
時
の
話

を
披
露

町
の
鳥
・
町
の
歌
決
定

　
町
制
施
行
5
周
年
記
念
式
典

は
、
富
士
川
C
A
T
V（
11 

ch
）

に
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
日
時　
4
月
1
日
（
水
）

〜
5
日
（
日
）

（
①
午
後
2
時　
②
午
後
7
時
）
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富
士
川
町
5
年
間
の
歩
み

3
月
•
増
穂
町
・
鰍
沢
町
が
合
併

	
 

富
士
川
町
制
施
行

	

•
富
士
川
町
役
場
開
庁
式

	

•
五
開
小
学
校
閉
校

5
月
•
富
士
川
町
初
議
会
（
第
1
回

富
士
川
町
議
会　
臨
時
会
）

9
月
•
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
中
学

3
年
生
ま
で
拡
大

1
月
•�

増

穂

中

学

校

が

KidsISO
14000

の
国
際
認

定
証
を
授
与
さ
れ
る

3
月
•
町
民
憲
章
、
町
の
木
、
町
の

花
制
定

	
•
東
日
本
大
震
災
発
生

7
月
•
全
保
育
所
に
エ
ア
コ
ン
設
置

8
月
•
小
室
区
内
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

12
月
•
市
川
三
郷
町
・
富
士
川
町
新

病
院
設
置
協
議
会
の
設
立

4
月
•
行
政
区
を
19
区
か
ら
16
区
へ

再
編

	

•
住
基
カ
ー
ド
に
よ
る
住
民
票

お
よ
び
印
鑑
証
明
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
開
始

8
月
•
佐
野
夢
加
さ
ん
が
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
（
女
子

4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
）

	

•
各
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置

11
月
•
増
穂
小
学
校
創
立
1
2
5
周

年

	

•
峡
南
北
部
二
病
院
統
合
協
議

会
の
設
立
（
市
川
三
郷
町
立

病
院
と
鰍
沢
病
院
の
経
営
統

合
）

12
月
•
名
誉
町
民　
米
長
邦
雄
さ
ん

逝
去

1
月
•
国
民
文
化
祭
「
和
太
鼓
の
祭

典
」
開
催

4
月
•
町
税
コ
ン
ビ
ニ
納
付
開
始

	

•
国
民
文
化
祭
「
山
車
巡
行
祭

り
」
開
催

5
月
•
株
式
会
社
富
士
川
の
設
立

6
月
•
平
林
区
内
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

9
月
•
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
創
設

2
月
•
2
月
14
日
の
記
録
的
大
雪
を

受
け
大
雪
災
害
対
策
本
部
設

置

3
月
•
鰍
沢
中
部
小
学
校
閉
校

4
月
•
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設

7
月
•
鰍
沢
小
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

	
•
道
の
駅
富
士
川
オ
ー
プ
ン

9
月
•
石
橋
湛
山
先
生
生
誕
1
3
0

年
記
念
胸
像
・
顕
彰
碑
建
立

	

•
山
梨
県
体
育
祭
り
町
村
の
部

5
連
覇
達
成

10
月
•
町
制
施
行
5
周
年
記
念
事
業

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

	

•
増
穂
西
小
学
校
閉
校
決
定

11
月
•
町
制
施
行
5
周
年
記
念
事
業

「
山
車
巡
行
祭
り
」
開
催

12
月
•
町
制
施
行
5
周
年
記
念
事
業

「
第
1
回
ゆ
ず
の
里
ス
ー

パ
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
＆

絶
景
ウ
ォ
ー
ク
」
開
催

	

•
町
制
施
行
5
周
年
記
念
事
業

「
富
士
川
町
太
鼓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
開
催

3
月
•
十
谷
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

	

•
町
制
施
行
5
周
年
記
念
式
典

富
士
川
町
5
年
間
の
歩
み

富士川町役場開庁式

ヘリポート（小室区）

病院の経営統合に関する基本協定書締結式

「和太鼓の祭典」鰍沢ばやし保存会の演奏

道の駅富士川

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年
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町
の
皆
さ
ま
の
5
年
間
の
歩
み

5th

5th

深澤通
みち

子
こ

さん
（あやめコーラス）
町の歌披露に参加

町
の
歌
の
感
想

　
歌
詞
に
あ
る
よ
う
に
、
四

季
折
々
の
美
し
さ
、
風
景
を

感
じ
な
が
ら
歌
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
中
学

生
の
孫
と
一
緒
に
歌
え
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

富
士
川
町
に
望
む
こ
と

　
今
後
も
福
祉
、
教
育
に
力

を
い
れ
て
い
た
だ
き
、
老
後

も
住
み
や
す
い
町
に
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

永井空
くう

琉
る

さん
（増中・2年）
町の歌披露に参加

町
の
歌
の
感
想

　
他
の
町
の
歌
と
は
違
い
新
し
い
歌
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
サ
ビ
の
部
分
は

歌
い
や
す
い
で
す
。

5
年
前
と
今

　
小
学
4
年
生
で
し
た
。
今
は
、
生
徒

会
長
を
し
て
い
て
、
毎
日
目
ま
ぐ
る
し

く
過
ぎ
て
い
ま
す
。
仲
間
と
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

富
士
川
町
に
望
む
こ
と

　
こ
れ
か
ら
町
も
発
展
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
大
法
師
の
桜
や
、
妙
法
寺
の
あ

じ
さ
い
な
ど
町
の
雰
囲
気
は
残
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

樋口　潤
じゅん

さん
　（長澤）

5
年
間
の
思
い
出

　
半
年
前
に
結
婚
し
ま
し
た
。

守
る
べ
き
家
族
が
で
き
て
、
責

任
感
も
出
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
の
で
、
い
っ
そ

う
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

富
士
川
町
に
望
む
こ
と

　

子
育
て
の
し
や
す
い
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

町
全
体
が
発
展
し
て
勢
い
の
あ

る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

中込久
く

美
み

さん
　（鰍沢北）

5
年
間
の
思
い
出

　
今
、
中
学
1
年
生
の
息
子
が
、
小
学
校

3
年
生
の
時
に
、
富
士
川
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
優

勝
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム
が
、
昨
年
の
峡

南
地
区
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
で
す
。

富
士
川
町
に
望
む
こ
と

　
お
嫁
に
き
て
思
っ
た
こ
と
は
、
人
が
と

て
も
温
か
い
こ
と
で
す
。
住
み
や
す
く
良

い
町
だ
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
人
口
が
増

え
て
ほ
し
い
で
す
。

望月仁
ひと

美
み

さん
　　音

おと

歌
か

ちゃん
　　（五開）

5
年
間
の
思
い
出

　
5
歳
と
2
歳
の
娘
が
い
ま

す
が
、
町
の
保
健
師
さ
ん
、

助
産
師
さ
ん
に
は
子
育
て
面

で
助
け
て
も
ら
っ
て
い
て
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

富
士
川
町
に
望
む
こ
と

　
子
ど
も
に
た
く
さ
ん
友
達

が
で
き
る
と
い
い
な
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
内
の
小
中
学

校
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と

友
達
も
増
え
て
い
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
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H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41

策
定
の
目
的

　
町
は
、平
成
24
年
3
月
策
定
の「
第

1
次
富
士
川
町
総
合
計
画
」
の
主
要

施
策
に
、
庁
舎
な
ど
の
整
備
や
公
共

施
設
耐
震
化
の
推
進
を
位
置
づ
け
、

こ
れ
ま
で
、
子
供
た
ち
の
使
用
す
る

小
中
学
校
、
保
育
所
を
優
先
し
、
整

備
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
昭
和
40
年
代
か
ら
昭
和
50

年
代
に
整
備
さ
れ
た
本
庁
舎
、
分
庁

舎
、
町
民
会
館
な
ど
の
老
朽
化
が
進

み
、
倒
壊
な
ど
の
人
命
に
関
わ
る
被

害
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
、老
朽
化
の
進
展
に
応
じ
て
、

順
次
、
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
特
性
な
ど
に
配

慮
し
つ
つ
、
公
共
施
設
の
活
用
方
法

な
ど
を
見
直
す
「
公
共
施
設
の
再
配

置
」を
実
施
す
る
こ
と
で
、公
共
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
利
便
性
な
ど
の
向
上

を
目
指
し
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な

配
置
と
管
理
を
図
る
た
め
、
公
共
施

設
再
配
置
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

基
本
方
針
と
計
画
策
定
5
原

則
を
定
め
て
検
討
し
ま
し
た
。

基
本
方
針

⑴
必
要
性
の
検
証

⑵
機
能
性
の
向
上

⑶
公
平
性
の
確
保

⑷
地
域
性
の
配
慮

計
画
策
定
5
原
則

⑴
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
実
施

⑵�

多
機
能
、
複
合
化
に
よ
る
施
設

の
充
実
を
図
る

⑶�

新
た
な
施
設
は
、
原
則
と
し
て

建
設
し
な
い
（
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
施
設
や
統
廃
合
に
よ

る
建
て
替
え
を
除
く
）

⑷�

施
設
更
新
の
優
先
順
位
づ
け
と

計
画
的
な
保
全
に
よ
る
長
寿

命
化

⑸�

住
民
と
の
協
働
、
官
民
連
携
の

推
進

〜
未
来
最
適
な
公
共
施
設
を
次
世
代
へ
〜

公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定

　
町
で
は
、昨
年
9
月
に
公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定
検
討
委
員
会
で
取
り
ま

と
め
た
計
画
書（
提
言
）を
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
指
針
と
位
置
付
け
、
良

質
な
公
共
施
設
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、未
来
最
適
な
観
点
も
重
視
し
な

が
ら
検
討
し
、2
月
に
富
士
川
町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

再配置計画の整備期間

早期整備
（H26~29）

中期整備
（H30~33）

長期整備
（H34~41）

第1期実施計画 第2期実施計画 第3期実施計画 第4期実施計画

新庁舎（新設）

分庁舎（廃止）

新・町民会館

町民会館
（廃止）

図書館（新設）

新・町民体育館（移転）

鰍沢プール
（廃止）

新・ますほ児童センター
（移転）

大法師スポーツ公園弓道場（廃止）

上水道事務所（廃止）

大法師公園旧児童館（廃止）

※網かけ範囲が整備想定期間

▽�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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基本方針、計画策定5原則により検討し、次のとおり将来構想をまとめました。

施設名 将来構想

上水道事務所

鰍沢福祉センター
新・町民会館（中央公民館）
※現在の鰍沢福祉センター

鰍沢プール 新・町民会館の防災広場
（駐車場）

町民体育館 新・町民体育館

利根川公園スポーツ広場 既存施設の利活用等検討

利根川公園プール 利根川公園プール

殿原スポーツ公園弓道場 殿原スポーツ公園弓道場

大法師スポーツ公園弓道場 廃止・解体（条件付）

ますほ児童センター
（ますほ北児童クラブ）

新・ますほ児童センター
（ますほ北児童クラブ）

ますほ文化ホール ますほ文化ホール

大法師公園旧児童館
（管理棟） 廃止・解体

新　庁　舎

本　庁　舎
※機能統合後廃止・解体

教育文化会館

分　庁　舎
※機能統合後廃止・解体

保健福祉支援センター

町 民 会 館
※機能集約後廃止・解体

保健福祉支援センター
※機能一部存続

▶
本
庁
舎

▶
分
庁
舎

継続利用

規模・機能・移転先検討

継続利用

継続利用

規模・機能・移転先検討

廃止・解体後整備

機能統合

機能集約

機能統合

●
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課

　

‌�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
室

　
　
　
　
☎
22
―
7
2
1
6
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任
期
満
了
に
よ
る
、
山
梨
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。
ま
ち
づ
く
り
は
あ
な
た
の

一
票
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

■
投
票
日
時

　
4
月
12
日
（
日
）

　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時

■
投
票
所

　
町
内
に
は
投
票
所
が
19
カ
所
あ
り

ま
す
。
投
票
所
入
場
券
に
書
い
て
あ

る
投
票
所
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
出

か
け
ま
し
ょ
う
。
今
回
の
選
挙
は
投

票
所
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。

◎
第
1
投
票
所

　
中
小
路
下
西
中
央
会
館

（
最
勝
寺
7
7
4
番
地
3
）

◎
第
3
投
票
所

　
𣇃
米
地
区
公
民
館

（
𣇃
米
1
2
3
7
番
地
）

◎
第
5
投
票
所

　
町
立
第
2
保
育
所

（
長
澤
9
1
8
番
地
）

◎
第
6
投
票
所

　
富
士
川
町
民
会
館

（
青
柳
町
3
3
8
番
地
8
）

■
期
日
前
投
票

◎
場
所　
役
場
本
庁
舎
南
別
館

　
期
間　
4
月
4
日
（
土
）
〜

4
月
11
日
（
土
）
ま
で

　
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜午

後
8
時

◎
場
所　
役
場
分
庁
舎

　
期
間　
4
月
5
日
（
日
）
〜

4
月
11
日
（
土
）
ま
で

　
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜午

後
8
時

●
お
問
い
合
わ
せ

富
士
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
1

◆
対
象
地
域　
町
内
全
域

◆
対
象
者

　
①
土
地
を
取
得
（
原
因
の
日
）
し

て
か
ら
2
年
以
内
に
住
宅
を
建
築

し
、
定
住
を
開
始
し
た
方
。

　
②
土
地
付
き
の
一
戸
建
て
住
宅
を

取
得
し
、
取
得
の
日
か
ら
3
カ
月
以

内
に
定
住
を
開
始
し
た
方
。

※
①
②
と
も
に
定
住
を
開
始
し
て
か

ら
引
き
続
き
5
年
以
上
定
住
す
る
意

思
の
あ
る
方
。

◆�

補
助
金
額　
固
定
資
産
税
お
よ
び

都
市
計
画
税
相
当
額

◆
申
請
方
法

　
当
該
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書
を
受
領
し
た
日

か
ら
当
該
年
度
の
10
月
末
ま
で
に
、

申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　
こ
の
制
度
は
、
土
地
取
得
の
原
因

の
日
が
平
成
26
年
10
月
1
日
以
降
の

方
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課　
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
1
6

　
町
で
は
、
甲
西
道
路
や
国
道
52
号

の
広
域
幹
線
道
路
を
軸
と
し
た
安
全

で
利
便
性
の
高
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度

か
ら
、
町
道
青
柳
1
号
線
、
青
柳
11

号
線
、
青
柳
長
沢
線
の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
整
備
が
完

了
し
、
3
月
23
日
開
通
し
ま
し
た
。

定
住
さ
れ
る
方
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

町
道
3
路
線
を

供
用
開
始
し
ま
し
た
。

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
4
月
12
日
（
日
）

町道青柳 11号線（フォレストモール富士川南）

町道青柳長沢線（大椚交差点北〜福祉橋） 町道青柳 1号線（デイリーヤマザキ富士川鰍沢店北）

みんなの一票大切に！
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ス
ト
ッ
プ滞

納

●�

税
金
は
、
納
期
限
内
の
自
主
納
付

が
原
則

　
税
金
は
、
町
民
生
活
に
直
接
関
わ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る

た
め
の
最
も
基
本
的
な
公
共
料
金
と

も
言
え
ま
す
。

　
税
金
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
公
平

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

●
町
税
を
滞
納
す
る
と
…

　
町
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
延
滞
金
が
計
算
さ
れ
、
督
促

状
な
ど
を
送
付
し
、
早
め
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

る
ほ
か
、
財
産
（
不
動
産・預
貯
金・

給
与
・
生
命
保
険
な
ど
）
を
差
押
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

り
立
て
や
公
売
を
行
い
、
町
税
に
充

て
る
こ
と
で
滞
納
額
の
軽
減
に
努
め

て
い
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
の
取
り
組
み

□
夜
間
訪
問
徴
収

□
財
産
の
差
押
え

　

‌�

預
貯
金
、
生
命
保
険
、
土
地
、
自

動
車
、
出
資
金
な
ど

□�

県
と
合
同
に
よ
る
差
押
不
動
産
公

売
●�
税
金
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

早
め
に
納
税
相
談
を

　
災
害
や
病
気
、
事
業
の
休
・
廃
止

な
ど
の
事
情
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
財
産
・
勤
務

状
況
な
ど
の
調
査
の
う
え
、
納
付
計

画
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
税
務

課
収
納
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

町
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
お
申
し
込
み
は
税
務
課
ま
た
は
町

内
金
融
機
関
の
窓
口
で
所
定
の
申
込

書
に
よ
り
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
口
座
振
替
で
、
預
金
残
高
不
足

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
納
付
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
納
期
分
に
つ

い
て
の
み
現
金
用
納
付
書
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

●�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
郵
便

局
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
税
金
は
、
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行（
郵
便
局
）、
コ
ン
ビ
ニ
お
よ
び

役
場
会
計
課
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

納
付
書
に
記
載
し
て
あ
る
コ
ン
ビ
ニ

で
は
、
全
国
ど
こ
で
も
休
日
や
夜
間

で
も
手
数
料
不
要
で
納
付
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
収
納
担
当

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
5

ス
ト
ッ
プ滞

納

　
税
金
は
私
た
ち
の
安
全・安
心
な
生
活
を
支
え
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、一
部

の
人
が
滞
納
し
、そ
れ
が
町
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
受
益
と
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、納
税
意
識
の
高
揚
と
収
納

率
の
向
上
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■平成27年度町税の納期限について� ※納期限内の納付にご協力ください
月 期

税 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

町 県 民 税 6月30日 8月31日 11月2日 2月1日

固 定 資 産 税 6月1日 7月31日 12月25日 2月29日

軽 自 動 車 税 4月30日

国民健康保険税 7月31日 8月31日 9月30日 11月2日 11月30日 12月25日 2月1日 2月29日 3月31日

▲自動車の差押えでタイヤロックを行っ
た様子

納
期
限
内
の
自
主
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
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大法師さくら祭り
祭り期間　3月 28日（土）〜4月 5日（日）

日本さくら名所100選の地「大法師公園」を舞台に、今年も盛大に祭典が行われます！
期間中は、午後6時〜午後10時まで桜のライトアップを実施します。

ほかにもさまざまなイベントを予定しています。
詳しい日程は町ホームページでご確認ください。

よさこい踊り

（甲州
YOSAKOI凜舞増穂）

3月29日（日）12時〜

ぴっか
り高木といしいそうたろう
お笑いショー

4月5日（
日）午前9時〜

よさこいソーラン
（よさこい鰍沢連）

4月4
日（土）10時30分〜

まほらの郷
鷹座巣小林八幡太鼓

4月5日
（日）午前10時〜

鰍沢ばやし

（鰍沢ばやし保存会）

4月4
日（土）午後1時40分〜

ヒップホップダンス
（Studio BIGFOOT）

4月5
日（日）午前10時30分〜

合　唱

（ます
ほジュニアクワイア）

4月5
日（日）午後1時30分〜

車両規制および臨時駐車場のご案内

・お祭り期間中は、道路が一方通行になります。
・�3月28日（土）、3月29日（日）、4月4日（土）、4月5日（日）は臨時駐車場（第7、第8、第9駐車場大
型）を開設します。会場まで歩いて春を満喫してみませんか。

おもなイ
ベント日

程
おもなイ

ベント日
程

駐車整理料	 普通車	 500円
	 二輪車	 100円
	 マイクロバス	 1500円

●お問い合わせ　商工観光課　観光振興担当☎22－7202
　　　　　　　　大法師さくら祭り実行委員会☎22－6090（祭り期間中のみ）
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労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

◆
受
付
期
間

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
》

4
月
1
日
（
水
）
午
前
9
時
〜

4
月
13
日
（
月
）（
受
信
有
効
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

◆
採
用
予
定
者
数

労
働
基
準
監
督
官
A
（
法
文
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
1
6
0
人

労
働
基
準
監
督
官
B
（
理
工
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
40
人

◆
第
1
試
験
日　
6
月
7
日
（
日
）

　
詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
総
務
部
監
督
課

　
☎
0
5
5
―
2
2
5
―
2
8
5
3

都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後
評

価
結
果
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
に
実
施
し
た
増
穂
イ
ン
タ
ー

周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

に
つ
い
て
、
事
後
評
価
を
行
い
ま
し

た
。

　
結
果
を
4
月
1
日
よ
り
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
建
設
課
窓
口
で
公

表
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

町
立
小
室
山
へ
き
地
保
育
所

休
所
の
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
度
の
入
所
申
し
込
み
を

受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
希
望
す
る
児

童
が
1
人
で
あ
っ
た
た
め
、
4
月
か

ら
休
所
い
た
し
ま
す
。

　
休
所
の
間
は
、
町
立
第
3
保
育
所

に
お
い
て
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
状
況
を
確
認
す
る
な
か

で
、
運
営
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
『
検
察
審
査
会
』

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ

て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な

た
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
犯
罪
の
被
害

に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
（
不
起
訴
）
に
つ
い
て
、
処
分

に
不
満
を
持
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申

立
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相

談
や
、
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
―
2
1
3
―
2
5
4
8

合法といって売られている薬物の
本当の怖さを知っていますか？

「一度だけなら」「危なくないから」
そんなウソからあなたとあなたの家族を守りましょう！
「危険ドラッグ」はゼッタイに
持たない、もらわない、買わない、使わない！

詳しくは、政府広報オンラインを検索
あやしいヤクブツ相談窓口　☎03−5542−1865

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」

入
会
者
募
集

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

応
援
し
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
気
軽
に
学
べ
る
シ
ス
テ
ム

が
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
」
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
生
涯
学
習
文
化
課

☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
3
1
9

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
anabi.pref.

yam
anashi.jp/cam

pusnet/
index.jsp

☎
22
―
0
1
1
0

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」は
不
振
な

電
話
「
嘘
」
の
後
に
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
お
金

を
「
要
求
」
し
て
き
ま
す
。

　
最
近
は
自
宅
に
現
金
を
受
け

取
り
に
き
た
り
、
レ
タ
ー
パ
ッ

ク
で
送
る
よ
う
に
指
示
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。「
レ
タ
ー
パ
ッ

ク
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
で

お
金
を
送
っ
て
」は
詐
欺
で
す
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鰍
沢
警
察
署
か
ら

募

集

知

お

ら

せ

鰍
沢
警
察
署
か
ら
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皆
さ
ん
、
朝
は
何
時
に
起
き
ま
す

か
？　
朝
ご
は
ん
は
食
べ
て
い
ま
す

か
？

　
生
活
習
慣
の
サ
イ
ク
ル
を
整
え
る

こ
と
は
、
毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
た

め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
そ
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
ポ
イ

ン
ト
は
「
早
起
き
」
と
「
朝
ご
は
ん
」

で
す
‼

　
4
月
は
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
方

も
多
い
で
す
ね
。
新
年
度
を
元
気
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
に
早
寝
早
起

き
を
し
、
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食

べ
ま
し
ょ
う
。

　
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
、
脳
や
体

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
、
体
を
温

め
て
一
日
の
活
動
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
体

に「
朝
が
き
た
よ
！
」の
合
図
と
な
っ

て
体
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

が
学
習
意
欲
、
体
力
、
気
力
の
低
下

の
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
こ
こ

ろ
と
体
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。

生
活
を
振
り
返
り
、
親
子
で
一
緒
に

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
日
本
で
は
、20
歳
未
満
の
飲
酒
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ

に
は
、き
ち
ん
と
し
た
理
由
が
あ
る

の
で
す
。

　
人
の
脳
や
臓
器
は
、約
20
歳
ま
で

は
発
達
途
上
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
切
な
時
期
に
ア
ル
コ
ー
ル

が
体
内
に
入
る
と
、脳
の
発
達
が
妨

げ
ら
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
出
て
き
ま
す
。

＊
脳
の
細
胞
を
破
壊

　

脳
が
成
長
し
て
い
る
時
期
に
お

酒
を
飲
む
と
、脳
の
働
き
が
悪
く
な

り
、
記
憶
力
・
判
断
力
・
思
考
力
・

意
欲
の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。さ
ら

に
ア
ル
コ
ー
ル
が
脳
の
細
胞
を
壊

し
脳
が
縮
ん
で
し
ま
う
危
険
が
あ

り
ま
す
。

＊
骨
の
成
長
に
影
響

　

成
長
期
に
お
酒
を
飲
む
と
身
長

や
体
重
の
伸
び
が
悪
く
な
っ
た
り
、

骨
の
成
長
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
。

＊
肝
臓
へ
の
影
響

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
分
解
さ

れ
て
か
ら
、体
内
を
め
ぐ
り
体
外
へ

排
出
さ
れ
ま
す
。未
成
年
者
は
肝
臓

の
働
き
が
未
完
成
で
、分
解
す
る
働

き
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ア
ル

コ
ー
ル
の
量
が
肝
臓
の
処
理
能
力

を
超
え
て
し
ま
う
と
、他
の
臓
器
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

＊
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
の
関
係

　

お
酒
を
飲
み
始
め
る
年
齢
が
若

い
ほ
ど
、「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」

に
か
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。心
や
体
の
成
長
の
時
期
に
お

酒
を
飲
み
始
め
る
と
、そ
の
量
を
自

分
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
依
存
症
に
な
る
危
険
が
高
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、未
成
年
者

の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

未
成
年
者
が
お
酒
を
飲
む
き
っ

か
け
と
し
て
は
、親
の
勧
め
が
多
い

の
も
実
情
で
す
。
ま
ず
大
人
が
、き

ち
ん
と
し
た
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
、未
成
年
者
を
飲
酒
の
健
康

被
害
か
ら
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は子育て支援
課が担当です。
☎ 22－7221

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り

食
べ
る
と
、
脳
を
目
覚

め
さ
せ
、
体
が
活
動
を

開
始
し
ま
す
。

や
る
気
が
出
て
き
て
、

元
気
に
登
園
、
登
校
で

き
ま
す
。

お
昼
ご
は
ん
ま

で
集
中
力
と
体

力
が
途
切
れ
ず

に
し
っ
か
り
勉

強
や
運
動
が
で

き
ま
す
。

時
間
を
決
め
て

食
べ
る
こ
と
が

身
に
つ
き
ま

す
。
お
や
つ
も

食
べ
る
時
間
と

量
を
考
え
て
と

る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

お
い
し
く
朝
ご
は
ん
を

い
た
だ
き
ま
す
。

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
で

ハ
ッ
ピ
ー
・
ヘ
ル
シ
ー
サ
イ
ク
ル

朝
、
お
な
か
が
す
い
た

状
態
で
気
持
ち
よ
く
起

き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
日
も
朝
ご
は
ん
を

し
っ
か
り
食
べ
る
た
め

に
、
夜
更
か
し
や
寝
る

前
の
間
食
を
慎
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

毎月 19 日 は「食育の日」みんなで食べよう！ 夕ごはん

4
月
は
『
未
成
年
者
飲
酒

防
止
強
調
月
間
』
で
す
。

今月は、笠井保健師です。

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん

〜
朝
食
を
と
ら
ず
に

登
園
・
登
校
す
る
子
を
ゼ
ロ
に
〜
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富
士
川
町
男
女
共
同
参
画
準
備
委

員
会
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
の
制
定
に
向
け
て
活
動
し
、
平
成

26
年
6
月
に
富
士
川
町
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
推
進
委
員
を
公
募

し
、
平
成
27
年
2
月
25
日
（
水
）
役

場
本
庁
舎
第
1
会
議
室
に
お
い
て
、

富
士
川
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

委
嘱
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
の
男
女
共
同
参
画
担

当
者
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
男

女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識
」
と
「
男

女
共
同
参
画
を
巡
る
諸
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
は
、

誰
も
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

主
な
活
動

・�

富
士
川
町
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
策
定
に
向
け
て
の
調
査
お
よ

び
検
討

・
講
演
会
の
開
催

・
関
係
団
体
へ
の
協
力

・
広
報
活
動

・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加　
な
ど

　
町
で
は
、
対
象
者
の
方
が
成
人
用

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
費
用

の
一
部
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

〈
接
種
対
象
者
〉

①�

平
成
27
年
度
に
、
65
歳
・
70
歳
・

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95

歳
・
1
0
0
歳
と
な
る
方
（
4
月

中
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。）

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
を
有
す
る
方
（
事
前
に
福
祉
保

健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

〈
接
種
期
間
〉　
平
成
27
年
4
月
1
日

〜
平
成
28
年
3
月
31
日

〈
接
種
回
数
〉　
1
回

〈
公
費
負
担
〉　
4
，0
0
0
円（
超
過

分
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

〈
必
要
書
類
〉　
町
が
発
行
す
る
予
診

票
・
健
康
保
険
証

（
注
意
）

　
過
去
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
（
23
価
）
を
接
種
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
方
は
定
期
予
防
接
種
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

　
4
月
に
入
っ
て
す
ぐ
青
色
の
封
筒

に
入
っ
た『
総
合
健
康
診
査
申
込
書
』

を
送
付
し
ま
す
。

　
申
込
書
の
提
出
期
限
は

　
4
月
15
日
（
水
）
で
す
。

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
、
忘
れ

ず
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・�

が
ん
検
診
は
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
、

加
入
保
険
に
関
係
な
く
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

・�

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を
申
し
込

ま
な
い
方
も
必
ず
福
祉
保
健
課

へ
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
手
元
に
『
総
合
健
康
診

査
申
込
書
』
が
届
か
な
い
方
は
、
早

め
に
福
祉
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
町
の
特
定
健
診
を
忘
れ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

［2月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

リサイクルステーション設置工事 最勝寺・鰍沢 529,200 ㈱ 三 和 リ ー ス

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
成
人
用
（
高
齢
者
）

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

平
成
27
年
度

総
合
健
康
診
査
の

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

富士川町男女共同参画推進委員会

富士川町男女共同参画
推進委員会発足

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
成
人
用
（
高
齢
者
）

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

平
成
27
年
度

総
合
健
康
診
査
の

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。
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ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
通
信

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
☎
22
―
8
8
1
1

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
文
化
ホ
ー
ル
で

は
い
ろ
い
ろ
な
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　【
募
集
情
報
】

　
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
速
報
版
に
て
多
彩

な
公
演
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

入
会
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
4
月
か
ら
随
時
募
集
。

　
年
度
途
中
の
加
入
も
で
き
ま
す
。

●
会
員
期
間

　
平
成
27
年
4
月
〜
平
成
28
年
3
月

●
会
費

　
本
人
2
0
0
0
円
、
家
族
会
員
1
人
に

つ
き
5
0
0
円
（
年
度
途
中
の
加
入
も
同

額
で
す
）

●
会
員
特
典

①
指
定
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
優
先
予
約

②
指
定
公
演
チ
ケ
ッ
ト
の
割
引

　
（
一
人
に
付
き
1
枚
）

③
最
新
の
公
演
情
報
の
お
知
ら
せ

※
5
月
発
売
公
演
の
会
員
表
示
の
あ
る
も

の
か
ら
特
典
対
象
と
な
り
ま
す
。
手
続
き

は
お
早
め
に
！

　
文
化
ホ
ー
ル
自
主
文
化
事
業
に
お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
個
人・団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
興
味
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
内
容

①
イ
ベ
ン
ト
活
動

（
個
人
）�

自
主
公
演
の
も
ぎ
り
、
案
内
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
舞

台
補
助
な
ど
。

（
団
体
）�

1
団
体
で
1
事
業
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
た

だ
き
ま
す

②
地
域
広
報
活
動
（
個
人
の
み
）

　
文
化
ホ
ー
ル
事
業
の
チ
ラ
シ
を
地
域
や
団
体
活
動
の
際

に
、
お
友
達
や
仲
間
に
配
布
し
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
条
件

　
18
歳
以
上
の
方
。
経
験
不
問
。

◆
期
間　
平
成
28
年
3
月
ま
で

◆
謝
礼

①
（
個
人
）
参
加
実
費
程
度
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　
（
団
体
）
施
設
使
用
特
典
が
あ
り
ま
す
。

②
の
活
動
は
無
償
で
す
。

■
5
月
17
日
（
日
）

　
「
春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

◆
販
売
場
所　
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

　
・
一
般
フ
リ
マ
系
（
芝
生
内
）

　
・
フ
ー
ド
系
（
駐
車
場
内
）

◆
出
店
料　
1
0
0
0
円

　
　
　
　
　
（
1
区
画
3
m
×
3
m
）

◆
対
象　
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
、
ア

マ
は
問
い
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、露
店
商
は

対
象
外
と
し
ま
す
。）

◆
締
め
切
り

（
フ
ー
ド
系
出
店
）
4
月
29
日
（
水
・
祝

日
）

（
一
般
フ
リ
マ
系
）
5
月
10
日
（
日
）

【
応
募
方
法
】

　
い
ず
れ
の
申
し
込
み
も
所
定
の
用
紙

に
ご
記
入
の
う
え
、
文
化
ホ
ー
ル
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
事

務
局
窓
口
ま
た
は
、
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
☎
22
―
8
8
1
1

　
℻
22
―
8
8
1
5

　

bunka@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp

▲自主公演でのもぎりの様子

「
春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
出
店
者
募
集

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
「
友
の
会
」

会
員
募
集
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【
短　

歌
】

集
団
的
自
衛
権
を
説
き
続
く
戦
争
知
ら
ぬ
こ
の
国
の
首
相

	

堀
之
内
と
し
子

桃
の
木
も
百
目
の
柿
も
切
ら
れ
た
り
集
落
囲
む
電
気
柵
張
ら
る

	

保
坂　

公
惠

こ
の
冬
は
腰
が
痛
む
と
嘆
く
姉
母
も
痛
み
に
苦
し
み
た
り
き

	

志
村　

政
子

【
俳　

句
】

下
萌
や
石
仏
の
手
に
飴
三
つ	

渡
辺　

春
江

凍
解
け
て
日
々
俳
諧
に
向
ひ
を
り	

神
田　

初
枝

下
萌
を
う
な
が
す
雨
の
力
か
な	

樋
口　

易
子

【
川　

柳
】

憧
れ
が
バ
ッ
グ
に
詰
ま
る
春
の
駅	

諸
角　

和
夫

朝
ジ
ョ
グ
に
早
友
が
ま
た
一
人
増
え	

深
沢　
　

博

贅
沢
な
時
間
を
貰
う
旅
宿
の
湯	

小
清
水
梅
子

〜悔しさをバネに
全国大会を目指す〜

中谷　郁
いく

斗
と
さん　増小 6年（𣇃米）

　2月7日（土）、14日（土）に開催された「第13回全国選抜ジュニア
テニス山梨県予選」男子12歳以下シングルスで昨年に引き続き優勝し、2
連覇を達成した郁斗さんにお話を伺いました。
　郁斗さんは、千葉県で4月4日（土）から6日（月）まで行われる関東
大会に出場します。

■硬式テニスを始めたきっかけは？
　お姉ちゃんがテニスをしていて、小さい時から練習や試合をよく見てい
ました。自分もやってみたいなと思い、6歳から始めました。

■毎日のスケジュールは？
　練習の休みは月曜日だけです。平日は学校が終わると、お母さんの車で市川大門駅まで送ってもらっ
て、電車に乗って甲斐住吉駅で降ります。そこからテニスクラブまでは歩いて行っています。5時半
から9時半ぐらいまで練習をしています。家に帰ると10時くらいなので、宿題は朝しています。
■関東大会への意気込みを教えてください。
　昨年は1回戦で負けてしまいました。関東はレベルが高いですが、ベスト4に入って全国大会に行
きたいです。
■今後の目標は？
　もうすぐ、県内で一番大きい大会の「山梨県ジュニアテニス選手権」があります。シングルス、ダ
ブルス両方で優勝し、18歳以下に出場のお姉ちゃんと優勝を目指します。
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伝統文化子ども教室発表会
町民会館

　3月 7日（土）、おことくらぶ、茶道教室の合同発表会
が行われました。茶道教室では、子どもたちがお茶をた
て、お菓子と一緒に来場者に振る舞いました。

はたおりに挑戦 !!
ますほ児童センター

　2月 21日（土）、子ども工作教室が行われま
した。空き箱をはたおり機のように使い、参加
した子どもたちは静かに集中してはたを織って
いました。細かい作業に苦労しながら、コース
ターが出来上がりました。

町民交流広場整備計画を提言
　3月11日（水）、
町民交流広場整備
検討委員会の雨宮
俊夫副委員長が、
町に検討委員会で
取りまとめた計画
書を提出しました。

川（変わ）ろうぜ！
町民会館

　3月 6日（金）、
ミズベリング懇談
会が開催されまし
た。富士川右岸河
川敷地の新しい活
用について、講演
会や意見交換が行
われました。

災害時の備え
　2月 20日（金）、役場にて
県エルピーガス協会 LPガス
峡南地区会と「災害時におけ
る LPガスの供給等に関する
協定」を結びました。これに
より、当会より災害時に避難
所などへ LPガスの供給を受
けることができます。

お月さま見えた？
ますほ児童センター駐車場

　2月 25日（水）、
「月の観察会」が行わ
れました。当日はく
もり空でしたが、天
体望遠鏡からは月の
クレーターがくっき
り見えました。参加
した親子は順番に天
体望遠鏡を覗き、観
察を楽しみました。

銅版画を寄贈
増穂小
　 3 月 5 日
（木）、銅版画家
の齋藤武士さん
より作品2点が
寄贈されまし
た。PTA会報に
コラムを掲載し
たのがきっかけ
で、今回の寄贈
に至ったもので
す。
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆4月のホームタウンゲーム
　・18日（土）14：00
　　VSサガン鳥栖
　・29日（水・祝）19：00
　　VS浦和レッズ（富士川町ホームタウンサンクスデー）

話題書ぴっくあっぷ！

新刊書
『小さな幸せ 46こ』よしもとばなな　著
『ナイルパーチ女子会』柚木麻子　著
『マルコ、カンレキ』林真理子　著
『EPITAPH（エピタフ）東京』恩田陸　著
『工事宿事件書留帳　冤罪状』澤田ふじ子　著

『イスラム国　テロリストが国家をつくる時』
	 ロレッタ・ナポリオーニ　著
『ダイヤモンドより平和がほしい』　後藤健二　著
『64』横山秀夫　著	 ★ドラマ化NHK 4月〜
『ようこそ、わが家へ』池井戸潤　著
	 ★ドラマ化フジテレビ 4月〜

探しています
作家　熊王徳平さん（旧増穂町生まれ）
に関する本を探しています。
　『小説　竹久夢二』や『甲府盆地』などの
小説、熊王徳平さんに関する物など、なん
でも結構です。図書館に寄付していただけ
る方、ぜひ、ご連絡ください。
� ☎22－7212

こどもの読書週間
4 月 23 日〜 5 月 12 日

たくさんのえほんを揃えて
おります。
ぜひ、おこしください。

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　30 万円　安井清美様（鰍沢中）
　「亡夫清様のご遺志により町の福祉のために」

戸籍の窓
自 2月 1日　至 2月 28 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 佐野　蓮斗	（れんと）	 男	 哲　也
	大　久　保	 小松　らん		 女	 健
	小　　　林	 加藤　瑛大	（えいた）	 男	 翔
	青　柳　町	 井上　もあ		 女	 一　也
	小　　　室	 小山　陽菜	（ひ　な）	 女	 慶　子
	鰍　沢　北	 石部　暖真	（はるま）	 男	 大　雅

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	天 神 中 條	 笠井　優希	 千　笑	 （ 渡 辺 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 遠藤　朝義	 90	 眞　　人
	最　勝　寺	 笹本 けよ	 96	 石原八重子
	大　久　保	 水上　喜 	 83	 深沢　厚
	小　　　林	 鹿　國男	 73	 良　　子
	小　　　林	 大森　壽仁	 64	 美　　幸
	長　　　澤	 兵藤　裕次	 82	 直　　樹
	青　柳　町	 秋山 う	 91	 博
	青　柳　町	 渡邊美佐子	 74	 讓
	平　　　林	 深沢　正昭	 88	 正　　剛
	平　　　林	 秋山ふさ江	 82	 新　　吾
	平　　　林	 保坂まつ子	 90	 卓
	髙　　　下	 望月　由美	 40	 四　　郎
	鰍　沢　中	 深 　晴男	 81	 綾　　子
	鰍　沢　中	 秋山まさ子	 88	 光　　子
	鰍　沢　中	 原田 も江	 93	 潔
	鰍　沢　南	 遠藤　　博	 86	 貞　　広

ひとのうごき（ 3月 1日現在）

人　口	 16,077 人	 （＋ 8）
　男	 7,806 人	 （＋ 4）
　女	 8,271 人	 （＋ 4）
世　帯	 6,311 戸	 （＋ 6）	 ※ (　) 内は対前月比

図書館
から始まる　よき出会いを！
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3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

小林　梨
り

庵
あん

ちゃん　6歳（天神中條区）
　初めて“自分の顔”を描きました。目と鼻を描くのがむずかしかったけど、『自分の目とまゆ
毛はどんな形かな』と考えて描きました。マフラーは自分で編んだ指編みマフラーです。

星野　稀
さ
咲
き

ちゃん
（ 1歳 9カ月・鰍沢中）

父　一大さん・母　久美子さん

伊藤　悠
ゆう
仁
と

くん
（ 3歳 6カ月・小林）

父　武司さん・母　千春さん

伊藤　暖
はる
仁
と

くん
（ 1歳 9カ月・小林）

父　武司さん・母　千春さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

一番やんちゃで大変だけ
ど、みんなのお手伝いをし
てくれるはるちゃん♪
ありがとう☆

おてんば娘の稀咲♪
元気いっぱい優しい女の子
にそだってね♡

泣き虫なところもあるけ
ど、毎日笑わせてくれるゆ
うちゃんが、みんな大好き
だよ☆

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


